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B 71　　縫い目の疲労について　ー繰り返し引張0 による縫い目の疲労

　　　　富山大教育　○石原ミキ　松川三郎

　　　　県立富山中部高　折戸香詩子　県立雄山高　岩田衣代

　目的　和服の縫製にあたっては、和服特有の仕立て替えの合理性から、今なお手縫いで

仕立てることが多い。手縫いは綻。びやすいことが欠点であい　縫゛目の疲労の原因はいろ

いろ考えられるが、今回は並縫いの繰り返し引張りに関する実験を行ない、着用中の繰り

返し引張りが縫い目の損耗に及ぼす影響について考察した。

　方法　市販の和服用ウールブ□ -　ドに絹手縫い糸９号でたて織糸方向の縫い目（並縫い

）童作り、縫い目を割って縫しヽ目に垂直の方向に繰り返し引張りを行ない、引張られた縫

い目の強さを新しい縫い目の強さと比較した。この際、針目の大きさは試幅3.4 cm当りS,,

7 , 10日の３段階、引張り荷重はそれぞれの新しい縫い目強さの5 , 7.5, 10 ％の３段階（

姉～322 g ／ cm の範囲）iした。なお繰り返し引張0回数は50～18000　回の範囲とし、引張

り速度は毎分200 m とした。

　結果　、縫われていない縫い糸を繰り返し引張った場合には、、荷重が縫い糸強さの10 % ,

引張り回数が　18000回で約5 %の損耗であるのに対し、縫い目では。縫い糸１本にかかる

荷重が同じく10 %であっても　4000　回で10～60 ％の損耗がみられた。縫い目が引張られる

と、縫い目開きができて縫い目部分の布に挫屈が生ずるがヽウ･’ルプ゜一一　ﾄﾞではヽ荷重を

除くと布の挫屈は回復し、縫い目開きも殆んどなくなるので、縫い糸は布目を潜って往復

移動を繰り返し、その際摩擦をうけることになる。布との摩擦による締い糸の損耗の程度

はヽ　縫い目開きの分量を左右する針目の大きさの他にヽ布の弾性や摩擦係数にも影響をう

けると考えられる。。
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